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近年，全国の河川において，治水・利水に加え，河川環境の保全や整備が重要視されて

きている．河川環境の保全・整備を行うためには，流れによってその場の環境が大きく影

響を受ける河川生態系の特性を考慮することが重要である． 

河川の瀬淵構造がもたらす多様な流れは，水生生物のエネルギー源である流下有機物

や，植物の活動を支える栄養塩を輸送するため，河川生態系の環境基盤をかたちづくる重

要な要素である．しかし，実河川における瀬淵構造の地形・流況についての研究や，瀬淵

構造がもたらす流れを考慮した物質輸送に関する研究は，ほとんどみられない．  

そこで，本研究では，瀬淵構造における物質輸送機構を明らかにするための基礎的な研

究として，流下物質が堆積しやすいといわれている「淵」の地形・流況特性と物質輸送の

傾向をつかむことを目的とした．まず，千曲川中流域において，水衝部に形成された「常

田の淵」と，河道湾曲部に形成された「岩野の淵」を対象とし，ADCP（超音波ドップラ

ー流速計）を用いた地形・流況観測を行った．地形・流況観測の結果から，淵の各観測点

における水深と流速の関係性に着目して，それぞれの淵が有する地形・流況特性の把握を

試みた．次に，観測した地形特性を表現できる詳細な地形データを用いて，流況シミュレ

ーションを行うことにより，観測した流況特性をおおむね再現した．この流況モデルに物

質輸送の効果を加えたシミュレーションを行うことで，それぞれの淵における物質輸送機

構を検討した．その結果，以下に示す結論を得た． 

〔地形・流況観測〕 

 常田の淵では，淵の微細な地形変化に沿った主流部が形成されている．岩野の淵では，

人為的な地形および河道湾曲部の地形の影響を受けた主流部が形成されている．以上のこ

とから，ひとつの「淵」の中に主流部が存在し，地形の影響を受けた流れが形成されてい

ることが明らかとなった． 

〔物質輸送シミュレーション〕 

どちらの淵においても，主流部から若干外れた流速が小さい箇所に，物質が輸送されて

堆積しやすい傾向にある．しかし，その物質輸送機構は異なり，常田の淵では主流部の流

れが，岩野の淵では人為的な地形の影響を受けた河道湾曲部の流れが，流下物質の輸送に

影響を及ぼしている．以上のことから，淵の地形によって形成される流れは，その淵特有

の物質輸送機構をかたちづくる重要な要素である． 
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